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令和４年度第１回千葉県食品ロス削減ネットワーク会議要旨 

 

１ 日 時    令和４年８月２５日（月） 午後３時～４時３０分 

２ 場 所    Zoomによる 

３ 出席者    出席者名簿のとおり 

４ 会議内容 

１ 開会あいさつ 

２ ネットワーク会議の進め方について 

３ 意見交換 

（１）今年度の取組について 

・てまえどりの実施について 

・フードドライブの実施等について 

（２）食品ロスに関する事業者アンケート調査について（中間報告） 

（３）次年度の取組について 

 

 

（事務局） 

ただいまから、令和４年度第１回千葉県食品ロス削減ネットワーク会議を開催いたし

ます。私は、本日の司会を務めます、環境生活部循環型社会推進課の久保田と申します。 

よろしくお願いいたします。 

この会議は、千葉県食品ロス削減ネットワーク会議設置要綱第６条の規定により原則

公開となっております。本日の会議について傍聴希望はありませんでした。 

開会に当たりまして、千葉県環境生活部循環型社会推進課長の城之内より御挨拶申し

上げます。 

 

 

【１ 開会あいさつ】 

（県循環型社会推進課長） 

循環型社会推進課長の城之内でございます。皆様には、日頃から、本県の環境行政に
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御理解・御協力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。 

このネットワーク会議は、千葉県における食品ロスの削減に向けた効果的な取組につ

いて御意見を伺うため、昨年１０月に設置させていただきました。 

本日は、新たにお引き受けいただいた５名の方も含めまして、９名の皆様に御参加を

いただいております。皆様には、大変お忙しい中お時間をいただきまして、誠にありが

とうございます。 

また、昨年度に引き続きまして、公益財団法人 流通経済研究所の石川様にコーディ

ネーターをお願いしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年度は２回の会議を開催し、啓発事業のあり方や事業者アンケートの実施に関して

御意見をいただきました。 

本日は、昨年度に御意見をいただいた「事業者アンケート」の実施状況や、今年度実

施した啓発事業などについて御報告をさせていただき、これらを踏まえた今後の取組な

どについて、御意見を頂戴したいと思っております。 

皆様方それぞれのお立場、御見識に基づく御意見をお伺いしまして、連携をとらせて

いただきながら、食品ロスの削減を進めてまいりたいと考えておりますので、どうぞ忌

憚のない御意見をくださいますようお願いいたします。 

本日は、よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

大変恐れ入りますが、課長は公務のため、ここで退席いたします。 

それでは、改めまして事務局より本日の会議について若干の補足をさせていただきま

す。会議の趣旨、目的等につきましては先ほど城之内から御挨拶差し上げたとおりです

が、事務局としては、事務を進めるに当たり、また施策を考えるに当たって、本当に  

忌憚のない御意見、率直な御指摘、県という役所にしかできないようなことを率直に 

お伝えいただければありがたいと思っております。 

私事になりますが、３月までオリパラを迎える観光客の受け入れとか、その前は関係

人口づくりとか、子育て支援とか色々やってまいりまして、この４月から環境、食品ロ

ス等に携わることになりまして、非常に奥行きのあるとても面白い仕事を今させていた

だいていると思っております。 

例えば貧困対策であったりとか、災害時の非常食であったりとか、もっと言えば会社
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の経営改善に資するとか、地域活性につながるかもしれないとか、そういうような、単

純にゴミの削減ということだけではなく、その奥に拡がるいろんな世界が見えておりま

す。そういった者が、今回担当させていただいておりますので、本当に率直に、多岐に

亘る御意見を期待しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、本日、事前にお送りした出席名簿のとおり、御参加いただいておりますが、

私のほうから一人ずつお名前を読み上げさせていただきたいと思います。御発言につき

ましては後ほどの意見交換のところで改めてそれぞれからお言葉をいただければと思

います。 

（出席者名簿順に氏名読み上げ） 

また、本日のコーディネーターを務めていただきますのは、公益財団法人 流通経済

研究所の石川友博様です。県からは安全農業推進課、事務局として循環型社会推進課が

出席しております。 

それでは早速議事に移りたいと思いますが、ここからはコーディネーターである石川

様に進行をお願いいたします。石川様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（コーディネーター） 

よろしくお願いします。今日は私も県庁のほうにお邪魔しまして、県の皆様と会議を

進めております。事務局からもありましたが、忌憚のない意見を言っていただける会議

になるように、リモートだとやりづらいところもあるのですが、皆様の御協力をいただ

いてやっていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

この後の議論の進め方ですけれども、次第に２と３という項目がありまして、その２

つを扱っていきます。まずはじめに「ネットワーク会議の進め方」ということで、今後

の方針とか実施方法につきまして、事務局から御説明をいただきます。 

 

 

【２ ネットワーク会議の進め方について】 

（事務局） 

それでは、今後のネットワーク会議の進め方について御説明させていただきます。 

今年度は全２回を予定しております。次回は１２月か１月頃に、アンケートの最終報
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告と次年度事業の内容について御意見をいただく場を設けたいと思っております。昨年

度御説明した段階では、年３回とお話をしておりましたが、このように一堂に会する会

議は皆様の御負担等も考慮して２回とし、その他は必要に応じてメール等でやりとりを

させていただきながら意思疎通を図っていきたいと考えております。 

本日は、今年度県で実施した啓発等の御報告と、今年６月から７月にかけて実施した

事業者アンケート調査の中間報告、速報のような形になりますが、報告をさせていただ

き、これらを踏まえて、今後どのような取組を行うのが効果的か御意見をいただきたい

ということで、先ほど当課の課長ないし私のほうから御説明したとおり、本当に率直な

御意見を賜りたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございました。「ネットワーク会議の進め方」ということで、今回の趣旨・

内容と、今年度の実施回数は２回で考えているということの御説明をいただきました。 

まずこちらについて、現段階で御意見とかあれば確認しておきたいと思いますけれど

も、こういった方向で基本的にはよろしいでしょうか。 

ではいったん、進めさせていただきたいと思います。 

 

 

【３ 意見交換（１）今年度の取組状況について、（２）事業者アンケート調査について】 

（コーディネーター） 

次に「３ 意見交換」の議事に入っていきたいと思います。ここで、次第のほうでは

「（１）今年度の取組状況」として、「てまえどり」と「フードドライブ等」、「（２）事業

者アンケートの中間報告」、「（３）次年度の取組について」となっております。これらの

うち（１）と（２）が事務局から御報告する内容で、御意見をいただきたいと思ってお

ります。（３）が皆さんに御意見をお伺いする時間ということで考えておりますので、

全員に当たるように御発言の機会を振っていきたいと思います。 

それでは事務局のほうから「てまえどり」と「フードドライブ等」、「アンケート調査

について」御報告をお願いします。 
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（事務局） 

（１）今年度の取組状況について 

まず、今年度の「てまえどり」の取組について御報告をさせていただきます。 

消費者に対する「てまえどり」の呼びかけにつきましては、昨年１２月からセブン-

イレブン様やデイリーヤマザキ様はじめとするコンビニエンスストアで、また３月から

は、イオンリテール様やコープみらい様など食品スーパーでも御協力いただき、実施し

てきたところですが、今年６月の環境月間に新しいPOPを作成し、掲示店舗数を拡大し

て実施しております。新しい POP の掲出には、セブン-イレブン様、ファミリーマート

様、ローソン様、ミニストップ様、デイリーヤマザキ様に御協力いただき、店舗数とし

ては約２，７００店舗に御協力をいただいています。また、コンビニエンスストア以外

にも、POPのデザインを県のホームページで公開しており、個別に御連絡をいただいた

食品スーパー様などにおいても掲示に御協力をいただいております。 

次に、今年度のイベント出展、フードドライブ等について御紹介をさせていただきま

す。１つ目ですが、幕張メッセ国際展示場ホールにおいて開催されました「県民の日ち

ばワクワクフェスタ2022」において、食品ロスを含めた３Ｒの取組に関する啓発物資の

配布やアンケートのほか、フードドライブを実施しました。フードドライブについては、

県庁実施分を含め16.9㎏回収し、フードバンクちば様に寄付いたしました。 

続きまして、イオン津田沼店で行われた「千葉県産フェア」におきまして、マイバス

ケットの販売と併せて、３Ｒの取組に関する啓発物資の配布やアンケートを実施しまし

た。 

また、今月１４日にそごう千葉店での「ちば SDGs フェスティバル」に出展し、食品

ロスに関するパネル展示、啓発物配布のほか、フードバンクちば様と連携したフードド

ライブを実施し、約26.7㎏の食品を回収しました。 

なお、参考ですが、イベントにおいて来場者アンケートを行い、結果、３Ｒの認知度

は「言葉も内容も知っていた」が５４％、県の「ちばエコスタイル」の認知度は「言葉

も内容も知っていた」が１３％、県民の方御自身が普段から行っている取組については

ご覧のような形になっており、「マイバッグ持参」が９１％、「食べ残しをしない」が  

７２％、「てまえどり」については２８％、などとなっております。 

（２）事業者アンケート調査について 
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続きまして、次第（２）の「食品ロスに関する事業者アンケート調査」につきまして

御報告させていただきます。 

前回の会議で皆様からいただいた御意見も踏まえ、アンケート調査支援業務を受託い

ただいている流通経済研究所様にもアドバイスをいただきながら調査票を作成し、今年

６月２０日から７月２９日にかけてアンケートを実施しております。 

県内の食品関連事業所を営む事業者約２７，０００者から約１，０００者を抽出しア

ンケートを郵送しました。回答は郵送又はメールで受け付けております。 

８月３日現在までの回収数ですが、１５２通となっております。今回の集計につきま

しては、時間等の都合もあり速報的なものとなっておりまして、回収数も全事業者数に

対すると少ないものになっておりますので、これで県全体の傾向を示すというのは難し

いところもございますが、御回答いただいた貴重な御意見となっておりますので、今後

の取組を検討するための議論の素材としていただきたいと思っております。 

まず、食品ロス削減の重要度についての認識についてお伺いした質問では、全業種で

見ますと、「重要である」が５１と最も多く、業種別には右側の数字のとおりになって

おります。 

次に、細かくなりますが、食品ロス削減の取組状況や課題についてお伺いした項目で

す。３ページには全業種の表を載せてありますが、例えば「すでに行っている」取組と

して上位に挙げられましたのが、「発注や生産計画における予測精度の改善」や、「保管

状況の改善、容器の改良」など、また、「今後行ってみたい」取組としては、「削減目標

の設定」や「保管状況の改善、容器の改良」などが多くなっております。また一方で課

題としましては、食品ロス削減目標の設定については、「時間や人手が足りない」が多

く、「保管状況の改善、容器の改良」につきましては「費用がかかる」などが課題として

多く挙げられておりました。以下７ページまでは業種別にまとめた表になっております。 

続きまして８ページですが、すでに行っている取組の中で特に成果につながっている

ものについてお伺いしましたところ、「予測精度の改善」「歩留まりの改善」「マネジメ

ント活動」などが上位に挙げられております。 

９ページ、普段行っている食品廃棄物等の量の把握方法については、「把握していな

い」が３４、「計量器による計測」が３３、「処理業者等への委託量から推計」が２５   

などとなっています。廃棄量については御覧の表のとおりとなっております。 
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また、食品ロスの内訳につきましては、製造業については「原材料・仕入品のロス」

と「売れ残り」、卸売業については「仕入れ品のロス」「返品」、小売については「売れ残

り」が多く、外食については「食べ残し」「調理時のロス」の順となっております。 

続きましてフードバンク活動への協力意向に関する質問では、御覧のとおりとなって

おり、「今後協力できそう」な取組として「規格外品・余剰品等の食品提供」が２２、「社

員等がボランティアとして活動に参加」が１０、そのほかの項目についても「今後協力

できそう」との回答が複数見られております。一方で課題としては、「提供可能な食品

がない」が６４、「時間や人手が足りない」が５３、「フードバンク側の食品受取条件に

適合しない」が３０などとなっております。 

そのほか、自由記載欄に行政への要望等様々な御意見をいただいております。「フー

ドバンク情報の提供」や「受注リードタイムの見直し」「設備導入の補助金」「揚げ物や

総菜の売れ残りを提供したい」「家庭での食品ロスへの啓発を増やしてほしい」「販売期

限の見直し」「規格外野菜の活用」「情報や取組事例を示した方がよい」「個人個人の理

解が必要」など様々な御意見をいただいております。事務局から報告は以上になります。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。事務局のほうから「てまえどり」とイベント出展、調査の中

間報告をいただきました。「てまえどり」はコンビニの主力チェーンで相応の規模でや

っていただいて、２か月くらい経ったところだと思いますけれども、何かやっていただ

いているサイドからリアクションはありますか。 

 

（事務局） 

事業者さんに対するアンケートについては現在とりまとめ中となっておりますが、

「やってよかった」「廃棄が減った」などのお声もいただいております。 

 

（コーディネーター） 

わかりました。イベントのほうは、出展されてフードドライブを実施されたというこ

とですが、出展は県の名義でされて、フードドライブはフードバンクさんと一緒にとい

うことですね。 
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（事務局） 

はい。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。その後調査の説明をいただいて、調査結果はまだ中間という

ことで、ロスの内訳や取組の状況が少し見えてきているかなというところかと思います。

この後次回の会議までにはその辺りの固めと、あと出てくる内容としてはどういった内

容が出てきますか。 

 

（事務局） 

まだ御回答の件数をまとめただけになっているので、例えば食品ロス削減を重要と考

えている事業者がどういう取組をしているかというクロス集計等を今後アドバイスい

ただきながらしていきたいと思っております。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。ということでございますけれども、委員の皆様からぜひ何か

ございましたら意見をいただきたいと思います。ここは挙手いただいて御発言いただけ

ればと思いますが、何かございますでしょうか。 

県社協の会田様、お願いいたします。 

 

（県社会福祉協議会） 

会田と申します。御説明ありがとうございました。アンケート調査の件でお伺いしま

すが、約１０００者抽出されてまだ回答が１５２、約１５％と、かなり少ないのかなと

思いました。御説明にもありましたが、これで全体が見えるのか、千葉県の傾向が分か

るのかというのはちょっとどうなのかと思いますので、事務局としてどういった形で依

頼をされたのかなとか、また８月３日以降増えてパーセンテージが上がるのかとか、そ

の辺り教えていただければと思います。よろしくお願いします。 
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（コーディネーター） 

では事務局のほうからよろしいでしょうか。 

 

（事務局） 

ただいま御指摘の件ですが、まさしく仰るとおりでして、我々も正直なところもう少

し回収したいとは思っておりますが、実際には抽出した事業者の実際の業態というか、

実は右から左に流しているだけで食品ロスがそもそも出ないとか、総務省のデータベー

スから抽出したのですが、コロナの影響でお店が大分縮小してしまっているとか、何を

言っても言い訳にしかならないのですが、アンケートに答えようがないという方が結構

いらっしゃったり、そういったことも影響して数が伸びてこないのかなと思っておりま

す。 

今後増えるのかということに関しては、いったん締切ということで設けた日を過ぎて

おりますので、ここから大量に回答が増えるということ言いにくい状況ですが、督促を

しながら少しでも数を増やせるような努力はしたいと思っております。 

また、これで千葉県の全体を示せるのかということにつきましては、これも言い訳に

はなってしまいますが、そもそも１，０００者ということですので、いわゆる定量とい

う意味では、正確な合計を出せるような、そもそもそういう調査ではなかったので、定

性的なもの、実際に取り組まれている方たちがどのように取り組んでいるかとか、どう

いうところに手応えを感じているか、やるに当たってこういった課題が出ているとか、

そういったところを定性的に把握して、それを読み取りながら実際の施策につなげてい

くことができればと思っておりまして、その辺りはいちばん最後の、言葉で出していた

だいている部分などもしっかり受け止めながら、どういったものがいいのかということ

を考えていきたいと思っております。 

また、最後に１つ付け加えさせていただくと、今回のアンケート調査は千葉県ならで

はの何か特徴とか、課題というのが見えるのかなということで、あえて国がやっている

中、県でもということでやらせていただいたのですが、やはりなかなか、千葉県だから

特に発生しているというような特徴が際立ったかというとそういう形にはなっておら

ず、一般的な回答に留まってしまっているところがございまして、その辺りももう少し

中身を掘り下げたり、場合によってはアンケートに回答いただいた方にさらにヒアリン
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グしたりすること等で補強ができればと考えているところです。 

 

（県社会福祉協議会） 

ありがとうございました。 

 

（コーディネーター） 

よろしいでしょうか。ちょっと私からも補足で、御承知いただいているのかもしれま

せんが、前回会議までに皆様に御相談している段階では、「事業所」に出す、というふう

に御説明していたかもしれませんが、最後の検討で、それを「事業者」に変更しまして、

千葉県内に事業所のある事業者に送っております。ですので、回収が例えば１でも、  

事業所の数としては２０とかがカバーされている可能性もあると。一方で取組としては

ｎ＝１として上がってくるのですが、カバーしているのは、この数よりも事業所ベース

で見ると広いというようなイメージだけ、補足させていただければと思います。 

そのほかいかがでしょうか。 

それでは、ここまでの取組ということで、「てまえどり」「フードドライブ」「アンケー

ト調査」に関して報告をさせていただきました。 

 

 

【３ 意見交換（３）次年度の取組について】 

（コーディネーター） 

この後、議事次第の（３）の「次年度の取組」というところについて、今までの調査

結果とか、なかなか、ここから紐解いて御発言を今すぐいただくというのは難しいかも

しれないですけれども、昨年度から実施している「てまえどり」にも関わられている  

事業者さんもいらっしゃいますので、それに関するお話ですとか、その他日ごろの御 

活動やお考えになられている食品ロス削減につながるテーマについて御意見をいただ

きたいと思っております。と申しますのも、御存知のとおり官公庁では今の時期、来年

度に何をやるかを一生懸命考えているところでもありまして、そういった計画にも貴重

なお声を反映していきたいと思っておりますので、今日は何か集約するような形ではな

くて、色々意見をいただいて場を締めたいと考えておりますので、よろしくお願いしま
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す。 

時間は４時半くらいまで使って意見交換ができればと思っております。せっかくです

ので皆様お一人お一人に御発言をいただければと思っております。いつも名簿の上から

順で御発言をお願いしておりまして、恐縮ですが、専修大学の渡辺先生、何か御意見を

いただけましたらお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（専修大学 教授） 

渡辺です。今の段階だと何も言うことはないです。今年度、去年やったことで何かイ

ンプットができて、それに基づいてどうするかみたいな、そんな議論だったらできます

けど、インプットもないというか、１００くらいの回答しかない中で言い訳だけ聞かさ

れる会議では参加する意味が全くないじゃないですか。どういう趣旨でやっているのか

が全く理解できないまま今まで３０分過ぎて、それで何か発言を求められても、どうな

んでしょう。 

でも、何か千葉県として独自のことをやるとしたら、千葉県らしさということでいう

と、やはり大きな消費地と産地と両方持っている県なので、その全体像を把握するとい

うのはすごく、日本全体の食品ロスの発生であるとか抑制であるとかということに参考

になる感じがしますし、県としても、そういう産地に近い所、あるいは工業をやってい

る所もありますし、それから消費地もあるというその中で、それぞれどういう状況なの

かを把握するとか、そういう自治体の取組を、去年も多分言ったと思うんですが、自治

体と連携しながら、あるいは政令指定都市の千葉市とも連携しながら、現場を抱えてい

るところと、現場というか消費者、世帯である家庭での発生であったり、農業を含めた

産業からの発生であるとか、そういったところの全体像を、県ならでは掴むとかを、  

やるのがよいのではないかなと。今回のアンケートも、地域別に発生状況が違っていた

りとか、考え方が違っていたりとかいうのを捉えられれば良いのですが、今の集計状況

だと、クロスしても、意味のあるクロス集計ができるようなものではないようですが、

定性的に捉えるという御発言もありましたけど、事例として地域ごとにどんな違いが 

あるのかを見るのも良いかもしれないし、なんてことを千葉県ならではということで 

考えられないのかなと思いました。 

全体をざくっと見れば、国というか一般的な発生状況と同じなんでしょうけど、そう
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いう特徴を捉えるというのが一つの方向かなという印象です。 

イベントをやってもしょうがないと思うんですけど、単発のイベントをやってごく一

部の消費者に伝えるよりは、もっと県ならではの産業構造、世帯構造を踏まえた取組と

いうのを考えてほしいなと思います。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。今の御意見にあったように、特に調査についてはもう少し深

掘りができるのではないかということで、色々な分析の視点について御意見があったの

で、定量的にというより定性的に掘っていくということになると思うんですけれども、

それをやっていただいて、見えたものを出していくということで、進めていただければ

と思います。 

それでは続いて、山崎製パンの山田様、お願いできますでしょうか。 

 

（山崎製パン） 

当社山崎製パンについては、日ごろから本日御出席の流通事業の皆様、また卸売をさ

れている皆様のお力をいただいて、千葉県内のいわゆる最終消費者の方にパンをお届け

させていただいています。当然パンというものは消費期限が長くても４日から５日くら

いのもので、和洋菓子については製造した翌日や２日後には期限が来てしまうという 

商品もございまして、食品衛生上の課題でもございますけれども、食品ロスというもの

と期限というものが、ネックになっているような部分もございます。 

また、競合する製パンメーカーとの差別化の中で、やはりサービスを重視すると、  

なかなか食品ロスは二の次になってしまうということで、なかなかそういった点もこの

食品ロスを考える中で、とはいえ一般のお客様にたくさんの商品を手に取っていただい

たり買っていただきたいという中でどうしても品種が増えていったりとかいうところ

もございますし、どうしても事業を行っていく中で、最優先にこの食品ロスというもの

を考えられない状況もあるというようなところでございます。 

また本日千葉県の方が主催でやっていただいていますけれども、私どもの食パンは 

カロリーも高く、ロスが発生した際に豚のエサとして活用しています。しかし残念なが

ら豚のエサを加工いただいている業者さんは茨城県にございまして、なかなか千葉県内
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で飼料化をしていただく事業者さんはあっても、処理の量だったり物流の問題であった

りということで、そういった事業は他の県に逃げてしまっている点もございますので、

そういったところも含めて、循環型社会を考える中で、千葉県内で循環型の社会活動が

できるように今後も様々な取組をいただいて、せっかく我々も千葉に２工場ございます

ので、そういった、産業を他の県に逃がさないような仕組みづくりも含めて、様々御検

討いただければというふうに思います。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。県のほうから何かコメントはありますか。 

 

（事務局） 

はい。ありがとうございます。 

先ほど渡辺先生からの率直な御意見も含めて、２つの御意見すごく参考にさせていた

だいております。今、たしかに再生利用という観点で、堆肥だとか家畜のエサだとかい

う話は、大小様々に県内にあるというのは承知しております。それから、渡辺先生のお

話にもありましたけれども、産地という観点では規格外野菜に関する取組についても 

視野に入れながらやっていく必要があるのかなと思っておりまして、そういう意味では、

我々の中でいうと農林部局などとの意思疎通・協調などもしっかりやっていかないと 

いけないなということと、あと、産業を他県に逃がしているというところはすごく大き

いなというふうに思っております。３月まで商工労働部にいた私からすると、食品ロス

は環境の施策だけでなく、どちらかというと商工業の経営改善とか、そういうことも 

あるので、商工部局との連携みたいなこともしっかりやらないといけないと、問題意識

を持っているところで、そこを今如実に仰っていただいたものと思っておりまして、 

今後施策を考える上で、環境生活部内だけで考えていてもだめなんだなというのを改め

て認識したところです。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。それでは続いて、米屋の指田様お願いいたします。 
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（米屋） 

米屋の指田でございます。今、弊社の市場としては、製造業で、先ほど山崎製パン様

がおっしゃったように、流通業の各社を通してお客様にお届けしている部分と、弊社立

地もありますけれども、成田の土産市場、それから千葉県内の路面店で直接消費者へ販

売する小売店の市場があり、製造小売、製造卸というような形で多岐に亘って製造させ

ていただいているような状況です。製造業という中で、弊社としても、先ほどのアンケ

ートの中にもありましたけれども、やはり歩留まりの向上を含め、いかに無駄なく原料・

資材の利用ができるかということが一番大きな課題で、生産の計画において ルートが

増えるとアイテム数が増えていきます。そのなかで製造ラインの製造能力はあるという

ことで、消費期間の短い商品（消費期限表示のＤ＋２～５日）という商品を省いて考え

ても、今メインになっているのが焼き菓子類ということで、どらやき・饅頭は賞味期間

１ヶ月くらいになります。一般的に、お取引をさせていただいているところでは、いわ

ゆる３分の１ルールや、小売では、お客様により早く製造したものをお届けしたいとい

うことで、必要数量に合わせて多品種の製品を、製造リードタイムに沿って計画に反映

するかということが大きな課題になっています。 

すでに取り組んでいる様々な課題がありますが、やはり小ロット多品種が目標で、今

までは歩留まりを考え、大ロットで作った方が生産効率は良いですが、作りすぎで出来

上がったものの販売に困るというものが出てきます、できるだけ過剰生産品を出したく

ないということで、小ロット多品種の実施の中でいかに歩留まりを上げるかというのが

一番の大きな課題になっております。 

この辺はオペレーター、機械の作業に従事する者の技量、教育に差がありますので、

技量の均一化といいますか、一定のレベル以上の作業者を複数人育てていくというよう

な事が、今の取組の内容になります。ただ、天候や様々な理由などで、生産数の見込み

違いなど過剰生産が出てしまうことも実際はありますので、その場合は食品ロスの削減

に努めるため、成田市の社会福祉協議会様に御協力いただいて、月に１回、施設のほう

に寄贈させていただいたり、アウトレット販売として直接消費者の方へ工場での小売り

事業を月に１回程度開催させていただいています。 

お話の出ているフードドライブ、フードバンクということになりますと、弊社も取り

扱い製品の賞味期間という課題がありますので、取組については今後の課題と思ってお
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ります。歩留まりの向上は社内の努力が一番大きいんですけれども、出来上がったもの

については少し広く、食品ロス削減の方法が広がると良いと思います。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。こちらから御説明した県の取組の内容ですとか、調査の方で

何かお気づきの点とかあればと思いますが。 

 

（米屋） 

弊社もアンケートに回答させていただきましたが、数字を見まして各企業様の状態に

よって回答が変わってくる部分はあるでしょうけれども、弊社としては、概ね集計に沿

ったもので特に問題は無く理解いたしました。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。次に、国分首都圏の池田様お願いいたします。 

 

（国分首都圏） 

国分首都圏の池田でございます。我々国分首都圏は卸売業ということで、メーカー様

と小売業様の間に立ついわゆる問屋業をやっていますが、千葉県独自のという発言に今

回ならないのは御容赦いただきたいと思います。アンケートに答える際にも事務局には

そういったところをお伝えしたのですが、国分首都圏全体感としての回答になるという

ところ、また、私が所属している部署が受発注の部署になりますので、ピンポイントで

食品ロスを抱えている部署ではないということで、お答えが求めているところと違うこ

とになるかもしれませんが、今取組として行っていることを発信したいと思います。 

食品ロスに関してデータ的な話で言えば、製造業、小売業、外食産業、一般家庭の中

から比べると、ちょうど間に立つというのはあるのでしょうけれども、卸売業のパーセ

ンテージとしては小さくなっています。とはいってももちろん何もしていない訳ではな

く、口にするものを扱っておりますから、食品ロスについてはかなり厳しく対応してい

ます。 

まずは受発注のところで言いますと、最近では、発注のツールに対してはかなり大き
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な投資をしており、ＡＩの需要予測、特に天候、気温だとかそういった情報をいかに読

み込んでメーカー様に発注をかけるか、といったところも研究し始めたといいますか、

投資対象になってきています。まだ全国展開までは至っておりませんけれども、そうい

った動きがあるということがございます。もちろん全国のメーカー様も小売業様もＡＩ

需要予測を使いながら製造計画・発注計画を立てていますので、そことの連携が直近の

キーになってくるのかなと思っています。 

次に、鮮度の緩和について、よく聞かれる小売業様に納品するときは賞味期間の３分

の２残しなどがありますが、それも慣行的なところで３分の２になっているということ

もありまして、実験的に、２分の１残し、半分までは許容するという取組も行っており、

ロス削減につながっています。 

また、物によっては不動商品になってしまうものもありますが、それを放置しておく

と廃棄、ロスということになりますので、処分販売のルール、スキームを作って、捨て

ることがないようにするという動きは全社的に徹底しております。 

御紹介になりますが、セブン－イレブン・ジャパン様とＪＡ様、国分グループ本社と

コラボして、大分県産完熟かぼすサワーのような形で、傷みやすい完熟かぼすを製品化

することによってロス削減につなげたり、小学校や中学校の子どもたちと一緒に、食べ

ること、買うこと、捨てるとは、といった講座を開いたりもしています。 

また、食品リサイクル施設、廃棄物処理施設見学会などもありまして、全国で何百名

かの社員が見学をしたり、エコ検定というものがございますが、国分首都圏として年間

１００名が受かるようにゼミ活などをして、個人個人も環境について考えていきましょ

うという取組をしているところです。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。発注、鮮度の緩和、処分販売のルール徹底と売り切り、消費

者の啓発、食育と、社内のエコ検定というのは大変具体的な取組で、会社でやられてい

るのはあまりお伺いしたことがないので、非常に興味深く拝聴しておりました。 

続きまして、イオンの鈴木様お願いいたします。 

 

（イオン） 
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ありがとうございます。鈴木です。当社でやっていることはちょっと置いておいて、

今回のアンケートを踏まえて、我々としたら全国で事業活動している上で、千葉県なら

ではの特徴があるかというと、あんまりそこを見出すことは極めて難しいなと考えてい

まして、それは、店ごとの多少の特徴があって廃棄量に反映するというのはありますけ

れども、そこに独自性を見出すといったときには難しいのかなという話と、あとは回収

率が低いみたいな話からすれば、なかなか回答が難しいような話もあれば、やっている

のだけどどこまでの話をきちんと整理しているのか、というところは我々もレベル感が

結構バラバラなので、本来事業者にきちんとやっていただくことを目的としたものであ

れば、しっかり個別の施策ごとのインパクトみたいなものを示しながらやっていくよう

なほうが効果的ではないかと思っています。これをやるとこれだけ減るんだとかこうい

うメリットがあるんだということを、本来食品ロスはかなり経営に直結している話なの

で、そういったことをきちんと推進していく必要があるだろうという話と、あとですね、

個人的な関心事項でもあるんですけれども、先程来出ている規格外の話ですとか、そも

そもこの地域の中にいろんな優れたブランドがあるんですけれども、それが、何かしら

見えていないところで捨てられているものとか、そういったものがいくつかあるとした

ら、それをきちんと加工するとか、アップサイクルみたいなことをして、もう１回きち

んと価値のあるものに作り替えてブランド化していくような話というのは、ひとつ方向

性としてはあるんじゃないかなと思っています。そういう意味だと、千葉県というエリ

アの中で、産地と製造メーカーと小売と消費者がどういうふうにそこの中で連携してい

くか、みたいなところを整理していくと、県らしいものができるんじゃないかなという

ふうに思っています。 

そういったことを申し上げる背景としては、サプライチェーン全体でどこでどういう

ふうなロスが出ているのかを見たときに、当然、上流側のロスというのが非常に大きな

ウエイトを占めるだろうというふうに見てはいるものの、よく実態はわからないよねと。

それはせっかくできたものを、結局マーケットに出ない分というのがいくつかあるだろ

うとしたときにそういうものをどう評価するのかというところもあるとは思うんです

けれども、この辺もっと実は有効に使える資源があって、これをうまく活用できるとい

う方向性を検討するというのはあるんじゃないかなと思っています。あと、食育の話と

か、物がどうやって作られてどういうふうに食卓に来ているのかということも丁寧に 
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説明してあげるということも、無関心の人を巻き込むということについては有効策では

ないかなと思っています。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。特に後半のほうのお話、興味深く伺いました。県内に色々な

業者がありますので、サプライチェーン全体の視点で、実は使われていないという物が

ちゃんと回っていくような仕組みを作ることを考えたら良いのではないか、というよう

なお話もあったと受け止めさせていただきました。 

それではセブン－イレブン・ジャパンの植木様お願いいいたします。 

 

（セブン－イレブン・ジャパン） 

よろしくお願いします。今色々伺っておりますと、やはり考えていらっしゃることが

大分集約されて同じ方向性を向いているということじゃないかなと感じております。 

規格外のことですとか消費者教育ですとか、子どもたちの教育ですとか、将来の消費者

という考え方で、そういったことも必要かなと思っています。 

そういった中で今年度進められている「てまえどり」についてもお声掛けいただきま

して、昨年１２月に続きまして今年度６月でもＰＯＰの取付けをさせていただいて、私

どもの考え方としましては、消費者教育、食品ロスに関しての教育は、継続していかな

いといけないと、１年２年３年くらいでは全く何も動かないというところから、今回は

船橋市さんが「てまえどり」のＰＯＰを市として作りたいといったお話がありまして、

それを進めているといった状況になっています。 

フードバンクさんについても、以前からお店が閉店したり場所が変わる際に、食品関

係が相当お店に残ります。それを、千葉市の社協さんと連携させていただいて、社協様

に寄贈させていただき、施設の方々やいろんな方々に配布いただいているといったこと

を何年も続けさせていただいているんですけれども、つい最近、大学生の生活がコロナ

禍で大変厳しいといったことで、食品もそうなんですが、衣料品がないといったところ

から、私どもの千葉の事務所の社員の中で衣料品を集め、寄贈するということで、ある

程度の量を配布することができました。千葉市社協さんを経由して千葉の大学生の手に

渡すということができました。食品ではないのですけれども、そういった活動も行って
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います。 

あと千葉県の農産品関係を活用させていただいて、商品開発をしたいといった申し入

れをさせていただいておりまして、私ども毎週１００種類くらい新しい商品を出してい

るんですが、その中で地元の食品、地産地消の商品を販売していきたいといったことで、

もし千葉県で出せればチーバくんを付けてとなってくるのですが、直近でもそういった

商品を販売しています。農産品であれば規格外品が大変な量ありますので、形が悪いと

いったことだけで流通に乗らないというものについては、ジュースにするとか、いろん

な形で加工して、それを商品に変えていくといったことを行っております。加工工場と

いうのは、千葉県はほとんどが海に囲まれていて、魚の取扱いも相当多いわけなんです

けれども、魚の加工工場もいかがなのかなといったところもありまして、先ほどの県内

で循環させるという考え方の中にそういった考え方を持って行ってもよろしいのかな

というふうに思いました。 

また今後もネットワーク会議も継続して参加させていただき、勉強させていただきた

いと思っております。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。現在の取組の状況等色々教えていただきまして、コンビニな

らではの取組をよく理解することができました。また、県内で循環させるという、たく

さんいただいている意見ですけれども、何か一つ見えてきそうな気がいたしました。 

それでは続いて、県社協の会田様よろしくお願いいたします。 

 

（県社会福祉協議会） 

千葉県社協会田です。よろしくお願いします。 

社協といたしましては、コロナが始まった後から特例貸付というものを実施しており

まして、千葉県内でも約１２万件の貸付を実施している状況です。生活に困窮して、  

食品についてもやはり足りないと、食べるものがないという方も多数いらっしゃって、

社会福祉協議会のほうでも直接フードバンクをやったり、フードバンクさんの御協力を

いただいて食品を提供したりというような取組をさせていただいています。企業さんの

ほうではフードロスがないに越したことはないとは思うんですけれども、助かっている
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方はたくさんいらっしゃると思います。フードバンクちばの菊地さんのほうがもちろん、

専門でやられていますけれども、社協としてもそういった困窮されている方にできるだ

け食品を無駄なく循環していければと思いますし、社会福祉協議会としてできることを、

食品の提供だけではなく、その方の自立支援、生活を改善できるような支援も必要だと

思います。 

また、ロスが出ないように、食育をといった話も出ておりましたし、私どもとしても

福祉教育などを通じて、生活が苦しい時に、どこに相談すればよいのかといったことも

含めて、色んなものを相談窓口において拡げていけたらなと、聞いていて思いました。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。それではフードバンクちばの菊地様、お願いいたします。 

 

（フードバンクちば） 

フードバンクちばは、今年で活動して１０年になるわけですけれども、食品関連企業

さんをはじめとした企業等から食品を御寄付いただく、または、御家庭で余っている食

品を御寄付いただいて、生活にお困りの世帯に無償で提供させていただくといった活動

をしています。 

今回アンケートをとっていただいた結果、途中のところですけれども見せていただい

て、特にコロナ以降、フードバンクへの関心が非常に高くて、企業様からの問合せは結

構たくさん来るようになってきておりまして、その意味ではかなり知られるようにはな

ってきているのかなと思っていたのですが、この結果を見るとやっぱりフードバンクの

活動はまだまだ知られていないなというのがよく分かりました。どういう企業様にアン

ケートをとっているかによるとは思うのですけれども、直接フードバンクに出せるよう

なものがない企業様は当然あまり関心がないだろうなというふうに思います。 

今フードバンクに食品を寄付していただいている企業さんがどういうところかとい

うと、実は食品企業がそんなに多いわけではなく、一般の企業さんから防災備蓄食品の

寄付についての問合せが非常にたくさん来るというのが実態です。５年くらいで入替と

なり、残り半年とか３か月となったところで入替をするときに、寄付いただいて残った

時間を使わせていただくというようなケースがすごく増えています。そのほかには、最
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近は流通系の企業様、卸売とかスーパーの皆様から、これはその企業の商品というより

かは、スーパーの店頭でフードドライブをやって、それを寄付いただくとか、というよ

うな取組が非常に増えている、全国規模のチェーンなどでもそういった取組をされてい

るところが増えてきています。食品メーカーさんからの寄付は、あるんですけれども 

やはり今までの話を聞いてもいろいろな意味で、ここの部分の御寄付をいただくのはな

かなか難しい面もあるのかなと思います。一番多いのはやはり賞味期限の問題で、もう

販売できなくなっていただくということですけれども、その前に、もっと安く販売する

とかいろいろなこともあって最終的にフードバンクということになるのかもしれない

ですが、なかなか食品メーカー様から直接というのはそんなに多くないというのが実態

です。 

あと、アンケートのことでいうと、「今後協力できそう」というような回答をしてい

ただいているところがあって、それはちょっと励まされる、それも食品の寄付だけでは

なくて、資金的な協力とか社員のボランティアみたいなことも含めて検討いただけるの

だとすると、もう少しこちらから色々御提案もしたいなと思うところはあります。 

そのほかでいうと、今ちょうど夏休み中で、今日はコープみらいさんもいらっしゃい

ますけれども、生協さんとかも含めて、夏休みのお子さんのボランティアとかそういう

のでフードバンクに来ていただいていて、今は小学生から皆ＳＤＧｓを学校で勉強して

いて、食品ロスの問題もすごく関心が高いというかよく勉強されていると思います。 

私たちが子どもの頃にはとてもやっていなかったようなことを学んで、食品ロスのこと

は当然知っているみたいな中で来られているということもあって、そういう意味ではフ

ードバンクとかは直接見聞きしたりするにはちょうどいい場所なのかなと思って、受入

れさせていただいたりということもしています。 

あと、最初のほうにあった千葉県での特徴がどういうものがあるかというと、私たち

フードバンクをやってみて、一番思うのは、実はお米の寄付がものすごく多いというこ

とです。これは、市町村社協さんを通じて年３回、地域で御家庭で余っている食品を集

めるフードドライブを実施しているんですが、ちょうどこの後９月にまたやるんですが、

９月の時期に毎年やっていると、お米が大量に寄付されます。やっぱり千葉県は農業県

で、米どころもいっぱいあるのですが、昨年度米（令和３年度米）を農家さんが自家保

有していて結局食べなかったというものが、この時期になるとフードバンクに大量に寄
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付されてくるというような状況がございます。実はお米はすごく余っているんじゃない

かなというふうに思っておりまして、特に去年とかは外食産業の問題もあったりして余

っているんじゃないかなとは思いますが、それにしてもフードバンクを始めた１０年前

からお米だけには困ったことがないというような状況でして、こういったものをどう活

用していくのか、とてもフードバンクでは使い切れないのでお断りしているような状況

もあったりしています。あとは保管・管理がとても大変、重たいということもあって場

所も取るのでそれも、あまり使えていないということもあります。この辺りについては、

県としても何か考えていただけることがあればなと思います。 

今回のこの会議は主に企業さんが中心に参加されていますが、フードロスは実は４割

くらいは家庭から出ていると言われていますので、その辺り、私たちもかなり御家庭で

余っている食品、実はフードバンクちばでは御家庭から出る食品ロスのほうが多い  

くらい集まっていて、この辺のところをどういうふうにやっていくのかが結構大変、 

細かいものがたくさん出てくるので大変という面もあるんですけれども、その辺りを 

県としても色々御検討いただけないのかなと思います。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。フードバンクの現場でお米の問題とか、それから家庭ロスに

対しても少しアプローチしたらどうかというような御提案をいただきました。 

それではコープみらいの重田様、お願いします。 

 

（コープみらい） 

よろしくお願いします。コープみらいでも「てまえどり」を身近に感じいただけるよ

うに、コープみらいのお店に掲示するPOPのイメージキャラクターを組合員ボランティ

アに募集したところ、「コンビニで見かけるチーバくんのでしょ」と皆さん「コンビニ

のチーバくんのてまえどり」というのが浸透していたのにびっくりしました。身近に感

じてもらうためにてまえどりの募集をしたのですが、先ほど菊地さんがおっしゃってい

たように小学生のほうが浸透しているようで、大人の方がなかなか浸透していないのか

なというふうに感じました。「てまえどり」という言葉は知っていても「てまえどり」っ

て何をどういうふうにするかという根っこのところをもう少し伝えていくと拡がるん
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じゃないかなというのが、「てまえどり」の募集をしたときに感じたことです。あと、フ

ードバンクさんのほかにコープみらいから社協さんへ生活困窮者支援を目的としたお

米の寄贈を行っていて、そこから地域の子ども食堂にもお米の提供が広がっていますの

で、引き続き応援していきたいと思います。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。それでは、今日御参加の委員には皆様御発言をいただいたん

ですけれども、県のほうから何かコメント等ありますか。 

 

（事務局） 

皆様から率直に大変貴重な御意見をいただきました。実はほかにももっともっとある

ということだとは思うんですけれども、そういった中でも今日いただいたお話というの

はどれも参考になるなということを感じています。もっともっと我々が実情というか実

態というかそういったところを、机上の数字だけではなくて、この会議だけではなくて

日々のやりとりの中でもっと率直な話をお伺いさせていただくとか、そういったことが

大事かなと思った次第です。たとえば、いくつかこうやっていただいた御意見の中で、

需要予測というところではＩＣＴをうまく使っていくという現代のトレンドに近づい

ていくということだと、環境のきれいな話だけしていてもしょうがない、技術的なとこ

ろをしっかり理解していかないといけないなとか、３分の１ルールを２分の１にしてい

く、この業界の慣習というところを、どういうふうにアプローチすればそういうふうに

なっていくのかなとか、あとは県内で何か皆さんの力を借りながら、何か試しにやって

みる、言葉だけではなくて具体的にモデルを一つ作って実際やって見せてみるというと

ころを、何かアイディア出しをするのかなだとか。あと、イオンさんのほうからもお話

がありましたけれども、規格外野菜とかっていうのは実際排出している当人があまりも

ったいないと思っていないというのが実際ありまして、傍から見ているとそれ捨てるの

もったいないですよねみたいなことを言うんですけれども、当人が別にいいんだよと言

っていればそれで話が実は終わってしまうみたいなこともあるので、そこのところを

「実はそれはすごい価値があるんですよ、なのでやってみませんか」みたいな働きかけ

を生産者の方たちに率直に問いかけていって、何か効果的なものを作っていくだとか、
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あとはやっぱり子どもへの教育の部分であったりとか、先ほどお米の話がありましたが、

聞いていて箪笥預金みたいなそんなイメージを持ちましたけれど、家庭に眠っている 

食材をやはり吐き出してもらうというそこの働きかけというのをもっともっと直接的

にやっていくということもあるのかなとか、今日いただいたものをもう１回確認しなが

ら色々と考えていきたいなと思います。また考えたものを可視化して、皆様にお示しさ

せていただいて、先ほどの渡辺先生のほうからの「インプットされなければ何も話せな

い」というお話がありましたけれども、正しくそれだと思いますので、何か一生懸命  

考えて御提示させていただきたいなというふうに思った次第です。 

 

（コーディネーター） 

ありがとうございます。それでは、ほかに皆様の方から御意見等ございますでしょう

か。 

よろしいでしょうか。皆様、私のほうからも、貴重な御意見をいただきましてお礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございました。今もお話ありましたけれども、県

内で色々新しく食品ロスが問題になっているところを見つけ上げていって、それを県内

で循環させていくようなモデルをこういったネットワークを通じて作っていけたらな

と、そういった方向を目指すべきなのかなということを、県の特性を聞いた上で、私も

考えさせていただきましたので、県のほうと一緒に今後の施策を考えていきたいと思っ

ております。引き続きよろしくお願いいたします。 

では意見交換はこれで終了させていただきます。御協力ありがとうございました。 

司会を事務局にお戻しいたします。 

 

（事務局） 

石川様、どうもありがとうございました。皆様も、御意見ありがとうございました。

ここで事務局を代表しまして、副課長の三田のほうから最後一言皆様にお伝えさせてい

ただきたいと思います。 

 

（事務局 県循環型社会推進課 副課長） 

皆様、今日は長時間ありがとうございました。石川様、本当に今日はありがとうござ
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いました。少しテーマがしっかりしていない中で、議論が難しい中で皆さん色んな話を

していただきまして本当にありがとうございます。各社の考え方だけでなく、色々な 

動向までお話いただきまして、我々としては色々勉強にさせていただいております。 

ネットワーク会議という形の会議ですので、いつでもアイディアですとか意見ですとか、

お寄せいただきたいなと思っております。また、何かこういう場で共有したいことなど

ありましたら、ぜひ遠慮なくお伝えいただければと思っています。 

また今回、久保田からもお話しましたとおり、色々これからまた私どももまた検討し

てまいります。特にお話の中にもありました家庭向けにどうするかという話も色々検討

していかなければならないと思っています。そういった中身の御相談も色々させていた

だきながら進めてまいります。どうぞよろしくお願いします。 

 

【閉会】 

（事務局 県循環型社会推進課 副課長） 

次回は、先ほど申し上げましたとおり、アンケート結果の集計をある程度済ませた 

１２月か１月頃を予定したいと考えておりますので、御多忙のところ恐縮ですけれども

ぜひ御参加くださいますようよろしくお願いいたします。 

では、今日は長時間ありがとうございました。これをもちまして、今年度第１回目の

千葉県食品ロス削減ネットワーク会議を終了いたします。御協力ありがとうございまし

た。 


